

き、 3 くら S う、ゆきわ 6 S う、すみれ、はす、かはほね、 a つじ C S 、 ほくろ、かんらん、しらん、つる 
ぼ、 ねぎ 等ノ花莖 之 二屬ス、原語 ハ Scape ナリ 

〇おにく並一一きむ、 b たけノ意義 < 如何 

牧野富太郞 

はまうつぼ科ノー 寄生植物二あにく卜呼ブモノガア 〆 我邦デハ駿州ノ富士山ヲ始メトシテ野州ノ日光山、信州 
ノ御布駒岳八ヶ岳等ノ高山二生ジテみや t はんのきノ根一一寄生ス 〆 又北海道ニモ產スル富士山デハ是ンガ薬- 
ナルト唱へテ登山者二賣ッテ居ル本品ハ直立シテ數寸乃至一尺許ノ高サガア / r 七月下旬頃ヨリ八月一一カケテ脣 
形花(然シ下脣ガ甚ダ不完全デア，)ヲ開キソレガ多肉ナル花軸ノ周圍へ密著シテ數寸ノ花穗ヲナシテ居 〆 花色 
て暗紅紫デ花中-二一長二短ノ四雄蘂卜一雌蘂トガアル又花ノ下-一黄色ノ苞ガアッテ花ヲ擁シテ居ル莖即チ葶ハ 
粗大多肉デ黃色デ小鱗片ガー面-一散布シテ居ル地下莖ハ肥厚シテ密デ剛キ質ヲナシ生時ハ黃色ヲ呈シテ居？此 
部ヲ以テ寄主ノ根/未端二寄生シソレヨリ養分ヲ受ヶ得テ生活シテ居广藥 >一.ぐ王-一此部ヲ用ウルガ然シ學問的 
二其成分等ガ調べ上ゲラレテアルノデハナイカラ藥-ーシテ果シテ功ガアルカ無イカハ能クハ分ラヌガ今日ノ所 
デハタ ■»■=■ 迷信的-一之ヲ用ヰテ居ルラシイ然シ妙ナ R 卜 -1 ハ猫ガ大變二之ヲ好イテ食フコトガ彼ノまた、び卜同 
ジ樣デアグコンナコトカラ考へルト何力變ッタ成分ガア 〆 カモ知レナィ此植物ハ今日デハ其學名ヲ w osclmia - 
kia ■ glabra C . A . Mey . 卜稱スグガ舊クハ之レヲはまうつぼ卜同屬卜見テ Orobanche glabra HOOK. 卜云ッタ 
而.、ゾテ啻二我日本-一生ズ，バカリデナク又亞細亞大陸ノ北部西伯利亞 - モ北亞米利加-ーモ產スル 
あにく >•> 御掏ノ義デアル此物富士ノ靈山-一產シテ藥一ーナ,卜云フトコ XI カラ之ヲ崇メテ御肉卜呼ンダモノデ肉 
>' 蓋 - i / 其レ'ガ吧厚シテ肉質ノ物デアルカラ肉蘅蓉卜云フ植物デア 〆 卜認メラ.レテ居ッタノデ其頭字ヲ取テ之ヲ 
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肉卜言ツタモノデアロウト思フ 

おにくハ又きむらたけトモおか S たけトモか S たけ卜乇稱へ，始メテ之ヲきむらたけ卜聞イタ人ハ其名ガ何ノ 
り t く?? fe みゃ S ん意ダカ容易二？惡クカロク..力然シ之ヲ免まらたけ卜稱へ 
( はんの，根 { f ®. パ稍其意味ヲ摸索ス 〆 コト♦力出來 〆 然シ何故-一斯ノ樣ナ名ヲ 

呼ンダモノカ其由來ヲ聽テ見ナイ內ハ其譯ガ分ラヌ元來きん 
まら/2けトハ即チ金麻羅茸ノ意デ此物ガ0光ノ奧ノ金精峠-一 
產ス 〆 カラ當時ノ誰力"、此樣ナ戯ケタ名ヲエ夫シクコトヽ見 
ェ 〆 ソシテきんまらたけ卜剝出シデハ餘リ可笑シイカラ之ヲ 
きひらたけ卜捩ラシテ其意ヲ髡髴サセ然カモ表面眞面目ラシ 
イ名トシタノデハナイカト想ハル、、ガ或ハソクデハナクテ 
元トハ剝出シノマ、ノきんまらたけデアツタモノガ年ヲ經火 
マ、-1自然一一之レガき^らたけ卜變ジ又ソレガ垔-一轉ジテき 
むらたけ卜再變シタモノカモ知レナイ金精帏ノ金精ハ即チ金 
麻羅ノ意デ同山一ーハ其半腹ノ處一一ーノ祠ガアツテ銅-一鍍金シ 
夕穩カナラヌ男ノー物ガ祭ランテア，之ヲ金精權現卜稱スグ 
是ガアグノデ遂 一 I 其山ノ名モ金精帏ノ字ヲ用ウル樣一ーナッタ 
此金精帏一一おにくガ生ズルカラ前述ノ如ク之ヲきんまらたけ 
即チきむら/2け卜唱へ出シタモノデアグたけハ S デ此桢物ガ無葉多肉ノ太キ寄生物デ其形チガ自然卜きの ZL 然 
トシテ居，トコロカラ之ヲ其レーー擬シテ々け卜呼ンダモノデア V 植田孟縉卜云フ人ノ編輯シク日光山志(天保 



おにく並-一きむらたけノ煮莪ハ如何 







.甘本盡家ノもみ.ぢ葉.卜實際ノもみぢ葉 ■ I ■ ____ _ _ 

A - 年刻成).一ーハ金精帏ノ處一一下ノ樣ナコトガ書イテアグ如チー热此 IIF^ の古名は樾帏なう和名抄に木枝相交 下 陰 
を樾とい ふと 云々されば五音相通じけるよ6していつしかき IJ - ら蛘 と轉 誤せるな6玆の山中に肉薇蓉多く生ず 
其く S むらの 名を もき ひら茸と 呼 6此蕈は藥品に して 能腎經を補助する もの 次れば とて 何ものか玆に陽物を祀 
うて 金精と稱し古名の樾を轉じてきむ らと唱 るよ$今は又轉誤して きむらのむ の音を^に替て鄗劣の 唱へを 詈 
る M と奖ふ べきに あらずや3れど名五音に通用する/〇とよ6起れ6』トア 〆 之レニ據レ >>?■ 金精脾ハ元卜樾帏卜 
云ツタ乇ノト見エル、ソシテ此樣一一きむらたけハ此樾カラ出夕きむら蛘一一生ズ，カラきむらたけ卜呼ブト言へ 
パ何モ別-一可笑シイコトハナイ然シ今ハ何レガ本當ダカ私-ーパ判ラヌ又おかさたけ幷二かた -. W - け/意味ハー向 
私一ーハ解シ得ナイガ或ハ鱗片ガ鱗次シタ其幼本ガ松毬-一似テ居 〆 カラ斯ク云フデハナカ p クカトモ思ス 
昔ノ多クノ本草家ハ此あにくヲ肉潢蓉卜云フ植物一一充テタ其ン故今 B デモ尙ホ之ヲ肉蓰蓉卜唱へ 〆 人ガア，又 
其レカラ轉訛シテにくじゅ、にくじゅゆ、にくじわう卜呼ブ人ガア y ガ然シ之ヲ其/樣-一唱フルハ實ハ間違ツー/ 
居 〆 元來肉浇蓉ハ本草綱目ナド-1出テ居ルー寄生植物ノ名稱デ亞細亞大隆ノ中部 一 I 產シテ固ヨ？我日本-ーハ之 
レヲ見ナイ、あにく卜同ジ樣二はまうつぼ科ニハ屬スルガ然シ全ク別ノ屬二屬シ Cistanche salsa Hemsl . (異名 
Phelipaea salsa C . A . MEY .) 卜云フ學名ヲ有スル、此肉硬蓉ノ事ハ追ツーブ詳シク記シテ見ヨウト思ツーブ居， 

〇日本晝家ノもみぢ葉卜實際ノもみぢ葉 

牧野■富太郞 

もみぢ即チかへで(此ンニ單二楓ノ字ヲ充ツルハ實/非デア，何トナレ V 楓/かへてノ類デハナイカラ： K 其葉 
ガ掌狀 -1 分裂シテ居リ從テ其葉脈ガ亦掌狀-1射出シク居，其天然ノ葉デハ其掌狀脈ハ左圖ノー ( 原圖)一一見ルヨ 
ウ-一其各脈ガ葉ノ基部ノー 點カラ發出シテ居ル即チ其葉ガ葉柄二著イーグ居，一點カラ出テ居，是 V U 畢狀 -1 分 










